
- 1 -

令和５年４月

八街市地域防災力向上計画

（趣旨）

本計画は、千葉県地域防災力充実・強化補助金交付要綱第２条第１項に規定す

る、地域防災力を充実強化するために市町村が策定する計画について定めたもの

である。

１ 自助・共助の活性化

地域防災力の向上を図るため、地域における住民相互の自助・共助の取り組み

を促進し、自主防災組織の設立及び体制の整備を支援する。

また、地域防災力を向上させるために実施する研修会等で使用するハザードマ

ップを整備する。

（１）自主防災組織の設立及び体制の整備

①現状と課題

本市は、過去の災害によって、市内に大きな被害が発生していないことから、

住民の手による自主的な防災活動は、防災意識の高い住民が多い一部の地域で

のみ行われている状況である。

市としても、平成２６年度から地域に出向き、新たに自主防災組織に関する出

前講座を実施し、資機材整備に対する補助と併せ、設立促進に努めているが、

令和５年４月１日現在の組織数は２９組織、活動カバー率は６７．４％と全国平均

（８４．７％）に及ばない状況である。

②基本方針

自主防災組織の設立を促進するとともに、新たに設立された自主防災組織の

体制整備の支援として、自主防災組織が必要とする防災資機材の整備に要する

費用を補助することにより、地域防災力の向上（自助・共助の活性化）を図る。

③目標（令和７年度末まで）

自主防災組織のカバー率を現在の全国平均８４．７％に高める。

④具体的な取り組み

ア 自主防災組織資機材整備補助

イ 出前講座の実施

ウ 市防災訓練への参加促進（防災意識の向上）
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（２）自助・共助の活性化に資する研修会等で使用するハザードマップの整備

①現状と課題

本市は、過去の災害によって、市内に大きな被害が発生していないことから、

平時から自分たちが居住する地域の災害リスクについて確認する意識が低いの

が現状である。

②基本方針

本市において、土砂災害警戒区域が追加されることから、以前に増して、地域

の災害リスクについて、平時から確認し、防災意識を向上させる必要があるた

め、研修会等を開催する。

③目標（令和７年度末まで）

土砂災害警戒区域の追加指定に伴い、新たにハザードマップを整備し、研修

会等を通じ、自分の居住する地域の災害リスクを把握することで、地域防災力

の向上（自助・共助の活性化）を図る。

④具体的な取り組み

土砂災害ハザードマップの整備

２ 避難環境の強靱化

災害時において、各指定避難所の避難環境の強靱化に必要な資機材の整備を

行う。

（１）指定避難所の資機材等の整備

①現状と課題

本市の避難所において、新型コロナウイルス感染症対策として屋外受付用テ

ントが不足しており、整備を進める必要がある。

また、令和元年房総半島台風において、大規模な停電が発生し、避難所での

電力確保が課題となったことから、災害時の停電対策として、蓄電池等の整備を

進める必要がある。

さらに、要配慮者（外国人）対策として、多言語翻訳機等の整備を進める必要

がある。

②基本方針

新型コロナウイルス感染症対策として、優先度の高い避難所から屋外受付用

テントを整備するとともに、避難環境の強靱化を図るため、停電対策として、早

期開設避難所から蓄電池等の整備を進める。

また、要配慮者（外国人）対策についても、同様に整備を進める。
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③目標（令和７年度末まで）

停電時の電力確保、避難所内の感染対策や要配慮者対策を図り、安定的な避

難所運営を行うために必要な資機材の整備を進める。

④具体的な取り組み

ア 屋外受付用テントの整備

イ 蓄電池の整備

ウ 多言語翻訳機の整備


